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  平成 30 年６月定例会

　　小美玉市議会では、「開かれた議会」「改革を推進する議会」を推進するため今年も議会

報告会を開催いたします！

　　3 日間とも同一の内容で開催いたしますので、 皆様のご都合にあわせてお越し下さい。 　 

8 月２日（木）

19：00 ～ 20：45

小川文化センター

（アピオス 小ホール）

８月１日（水）

19：00 ～ 20：45

生涯学習センター

（コスモス 集会室）

7 月 31 日（火）

19：00 ～ 20：45

美野里公民館

（大会議室）

     　 

   第 4 回 議会報告会

（写真は昨年の各会場の様子です。）

今年も開催します

 
第 1 部　議会報告（約 40 分）

　　　各委員会の直近の議案審査報告や調査状況について

　第 2 部　意見交換（約 40 分）    

    　　市民の皆様方と市議会や市政についての意見交換

  
議会はどんな活動して

　いるのだろう？

★　事前申込は不要です ｡受付は、開始時間 30 分前からとなります。
★　終了時間は、当日の進行状況により早まることがあります。
★　議会広報作成のための写真撮影・録音を許可しておりますの　　
　　であらかじめご了承ください。
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  　　市政の発展に尽くした功績を称え、表彰状及び感謝状が授与されました。

  《表彰状》

　　■ 全国市議会議長会

         　議員 20 年以上　荒川   一秀

         　議員 15 年以上　大和田 智弘
　　　　　

      ■ 茨城県市議会議長会

        　議員 20 年以上　荒川   一秀

        　議員 15 年以上　大和田 智弘

　　 《感謝状》
　　　 ■  全国市議会議長会評議員
　　　　　　　　　 　市村　文男

永年勤続議員表彰

   
平
成
30
年
第
２
回
定
例
会
は
、
５
月

31
日
か
ら
６
月
18
日
ま
で
の
19
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
、
31
件
の
議
案
等
に
つ

い
て
審
議
し
ま
し
た
。

こ
の
中
に
は
、
教
育
長
等
の
人
事
案
件

な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
市
長
か
ら
提

案
さ
れ
た
議
案
等
は
す
べ
て
可
決
（
承

認
・
同
意
）
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　

　

ま
た
、
６
月
６
日
か
ら
７
日
に
か
け

て
の
2
日
間
で
10
人
の
議
員
が
一
般
質

問
に
立
ち
、
市
政
を
質た
だ

し
ま
し
た
。

島
田
市
政
４
期
目
ス
タ
ー
ト
！

荒川議員 市村議長 大和田議員

   

去
る
4
月
1
日
に
告
示
さ
れ
た
市
長

選
挙
に
お
い
て
、
無
投
票
再
選
を
果
た

し
た
島
田
市
長
は
、
定
例
会
の
冒
頭
で
、

市
政
4
期
目
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、

3
つ
の
基
本
理
念
を
掲
げ
、
新
た
な
市

の
将
来
像
で
あ
る
『
「
ひ
と 

も
の 

地
域
」

が
輝
き 

は
ば
た
く 

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
シ

テ
ィ
』
の
実
現
に
尽
力
し
て
い
き
た
い

と
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

　　施政方針を述べる島田市長
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  平成 30 年６月定例会

　　審議結果

議案番号 議案名称 内　　　容 付託委員会 審議結果

59号 工事委託契約の変更契約の締結について

常磐線羽鳥駅橋上駅舎化及び東西自由通
路新設工事に伴い、東西自由通路に接続
するエレベーターの規格変更が発生した
ため、原契約１９億２２１万６千円に、変
更額９, ８２８万円を増額し、変更契約額
２０億４９万６千円として、変更工事委託
契約を締結するもの

産業建設 原案可決

60号 市道路線の認定について
開発による宅地造成に伴い寄附を受けた道
路を市道美１６４１号線、市道美１６４２
号線として認定するもの

産業建設 原案可決

61号
小美玉市情報公開審査会委員の委嘱につき
同意を求めることについて

委員の任期満了に伴い、久保田智子氏の再
委嘱につき同意を求めるもの

ー 原案同意

62号
小美玉市情報公開審査会委員の委嘱につき
同意を求めることについて

委員の任期満了に伴い、金子政巳氏の再委
嘱につき同意を求めるもの

ー 原案同意

63号
小美玉市情報公開審査会委員の委嘱につき
同意を求めることについて

委員の任期満了に伴い、髙野晴夫氏の再委
嘱につき同意を求めるもの

ー 原案同意

64号
小美玉市情報公開審査会委員の委嘱につき
同意を求めることについて

委員の任期満了に伴い、新たに亀田哲也氏
の委嘱につき同意を求めるもの

ー 原案同意

65号
小美玉市個人情報保護審査会委員の委嘱に
つき同意を求めることについて

委員の任期満了に伴い、久保田智子氏の再
委嘱につき同意を求めるもの

ー 原案同意

66号
小美玉市個人情報保護審査会委員の委嘱に
つき同意を求めることについて

委員の任期満了に伴い、金子政巳氏の再委
嘱につき同意を求めるもの

ー 原案同意

67号
小美玉市個人情報保護審査会委員の委嘱に
つき同意を求めることについて

委員の任期満了に伴い、髙野晴夫氏の再委
嘱につき同意を求めるもの

ー 原案同意

68号
小美玉市個人情報保護審査会委員の委嘱に
つき同意を求めることについて

委員の任期満了に伴い、新たに亀田哲也氏
の委嘱につき同意を求めるもの

ー 原案同意

69号
公平委員会委員の選任につき同意を求める
ことについて

委員の任期満了に伴い、長島敬志氏の再任
につき同意を求めるもの

ー 原案同意

70号
固定資産評価審査委員会委員の選任につき
同意を求めることについて

委員の任期満了に伴い、市村勇氏の再任に
つき同意を求めるもの

ー 原案同意

71号
固定資産評価審査委員会委員の選任につき
同意を求めることについて

委員の任期満了に伴い、沼田俊男氏の再任
につき同意を求めるもの

ー 原案同意

72号
固定資産評価審査委員会委員の選任につき
同意を求めることについて

委員の任期満了に伴い、関勇氏の再任につ
き同意を求めるもの

ー 原案同意

73号
教育委員会教育長の任命につき同意を求め
ることについて

教育長の任期満了に伴い、加瀬博正氏の再
任につき同意を求めるもの

ー 原案同意

74号
教育委員会委員の任命につき同意を求める
ことについて

教育委員の任期満了に伴い、鶴町庄二氏の
再任につき同意を求めるもの

ー 原案同意

75号
教育委員会委員の任命につき同意を求める
ことについて

教育委員の任期満了に伴い、山口和弘氏の
再任につき同意を求めるもの

ー 原案同意

76号 工事請負契約の締結について
小美玉市玉里学習等供用施設改修工事の請
負契約を締結するもの

－ 原案可決

■議員提出議案

発議番号 案件名 内　　　容 付託委員会 審議結果

1 号 議会活性化特別委員会の設置について
議会活性化に関する諸問題の調査、研究及
び議会報告会の企画運営を行うため

－ 原案可決

■請願・陳情

発議番号 案件名 内　　　容 付託委員会 審議結果

平成29年 
2号

小美玉市空のえき「そ・ら・ら」イベント
ひろばへドーム建設に関する請願書

空のえき「そ・ら・ら」イベントひろばへ
雨対策設備の設置を求めるもの

産業建設 採択



5
議会だより 第 50 号

審議結果

　　　平成 30 年第 2 回定例会　
         審議結果等一覧（全 31 件）

■市長提出議案

報告番号 案　件　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

2 号 専決処分の承認を求めることについて
地方税法及び地方税施行令の一部を改正す
る法律の施行に伴い、小美玉市税条例の一
部を改正する条例の専決処分

－ 原案承認

3 号 専決処分の承認を求めることについて
地方税法施行令等の一部を改正する政令の
施行に伴い、小美玉市国民健康保険税条例
の一部を改正する条例の専決処分

－ 原案承認

議案番号 議案名称 内　　　容 付託委員会 審議結果

50号
小美玉市税条例の一部を改正する条例につ
いて

地方税法の一部改正に伴う固定資産税に関
する軽減特例を追加し、また、入湯税に関
する項目を追加し、課税対象等基準を定め
ることに伴い、小美玉市税条例の一部を改
正するもの

総務 原案可決

51号
小美玉市医療福祉費支給に関する条例の一
部を改正する条例について

茨城県医療福祉対策要綱等の改正により、
県の医療費公費負担制度（いわゆるマル福）
の小児の入院に対する対象年齢が、高校３
年生相当まで拡大されること等に伴い、小
美玉市医療福祉費支給に関する条例の一部
を改正するもの

文教福祉 原案可決

52号
小美玉市特定教育・保育施設及び特定地域
型保育事業の運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例について

就学前の子どもに関する教育、保育等の総
合的な提供の推進に関する法律の一部改正
に伴い、小美玉市特定教育・保育施設及び
特定地域型保育事業の運営に関する基準を
定める条例の一部を改正するもの

文教福祉 原案可決

53号
小美玉市基金条例の一部を改正する条例に
ついて

幼児教育の充実のために、必要な資金を積
み立てることを目的とし、幼児教育振興基
金を設置するため、小美玉市基金条例の一
部を改正するもの

文教福祉 原案可決

54号
小美玉市放課後児童健全育成事業の設備及
び運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例について

厚生労働省の基準が改正されたことに伴
い、小美玉市放課後児童健全育成事業の設
備及び運営に関する基準を定める条例の一
部を改正するもの

文教福祉 原案可決

55号
平成３０年度小美玉市一般会計補正予算

（第１号）

歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ ７, ４ ４ ９ 万 ７ 千
円 を 減 額 し、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 を
２４９億２, ５５０万３千円とするもの

各委員会 原案可決

56号
平成３０年度小美玉市下水道事業特別会計
補正予算（第１号）

歳入歳出それぞれ６２０万円を増額し、歳
入歳出予算の総額を１６億８, ９７０万7千
円とするもの

産業建設 原案可決

57号
平成３０年度小美玉市農業集落排水特別会
計補正予算（第１号）

歳入歳出それぞれ３１０万円を増額し、歳
入歳出予算の総額を２億７, ９２３万３千
円とするもの

産業建設 原案可決

58号 工事委託契約の締結について
市道 小１０９１６号線の平成３０年度道路
整備事業において、工事委託契約を締結す
るもの

産業建設 原案可決
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委
員
会 

審
査 

Ｑ
＆
Ａ

　

   
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た  

議
案
を
審
査　

　

環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

Ｑ

環
境
衛
生
費
の
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

補
助
金
に
つ
い
て
？

Ａ

10
月
開
催
予
定
の
世
界
湖
沼
会
議

の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
気
運
醸
成
を
図
る

た
め
、
小
美
玉
市
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
す
る
予
算
を
計
上
し
た
。

　

マ
ル
福
制
度
の
改
正

Ｑ

県
の
医
療
費
公
費
負
担
制
度
（
マ
ル

福
）
の
小
児
の
入
院
に
対
す
る
対
象
年
齢

が
高
校
３
年
生
相
当
ま
で
拡
大
さ
れ
る
こ

と
な
ど
に
伴
い
小
美
玉
市
に
は
ど
の
よ
う

な
影
響
が
あ
る
か
？

Ａ　

医
療
費
の
本
市
負
担
額
は
軽
減
さ
れ

る
が
、
新
受
給
者
証
は
１
年
間
し
か
有
効

期
間
が
な
く
誕
生
月
の
翌
月
に
切
替
え
と

な
る
な
ど
、
シ
ス
テ
ム
改
修
や
郵
送
料
な

ど
の
事
務
費
、
所
得
判
定
や
受
給
者
証
の

発
行
な
ど
の
事
務
作
業
量
な
ど
の
負
担
が

増
え
る
。

※
例
え
ば
、
制
度
改
正
後
の
10
月
生
ま

れ
の
方
に
は
、
有
効
期
間
１
か
月
の

受
給
者
証
を
９
月
下
旬
に
郵
送
し
、

10
月
下
旬
に
は
、
11
月
か
ら
１
年
間

有
効
の
受
給
者
証
を
郵
送
す
る
。

　

防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

　

費
の
減
額
補
正

Ｑ

防
災
行
政
無
線
放
送
施
設
整
備
事

業
の
減
額
補
正
の
要
因
は
？

Ａ

平
成
29
年
度
で
の
補
助
金
交

付
決
定
に
伴
う
事
業
費
の
減
額
で

あ
る
。

　

放
課
後
児
童
支
援
員
の
基
礎

　

資
格
を
拡
大

Ｑ

現
在
、
小
美
玉
市
に
は
県
知
事
が
行

う
研
修
を
修
了
し
た
資
格
取
得
者
は
ど
れ

く
ら
い
い
る
の
か
？

Ａ　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
54
名
、

う
ち
県
知
事
の
研
修
を
修
了
し
た
者
が
21

名
（
保
育
士
資
格
者
５
名
、
大
卒
者
１
名
、

教
員
資
格
者
１
名
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

　
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
議
案
等
に
つ
い
て
、
11

日
か
ら
13

日
に
か
け
て
行
っ
た
各

常
任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。
各
常
任
委
員
会
で
の
審
査
状
況
に
つ
い
て
、
主
な

質
疑
応
答
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総　
　

務
（委員）

長　島

村　田

大和田

小　川

岩　本

植　木

文
教
福
祉
（委員）

関　口

鈴　木

荒　川

戸　田

藤　井

谷　仲

石　井

 ▲霞台厚生施設組合現地視察

　　委員会 QA

 ▲環境フェスティバル 2018 のポスター

 ▲小美玉学校給食センター現地視察
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羽
鳥
駅
橋
上
駅
舎
化
及
び
東

　

西
自
由
通
路
新
設
工
事

Ｑ

今
回
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
規
格
変
更

に
伴
う
工
事
委
託
契
約
の
変
更
契
約
に
お

い
て
、
約
１
億
円
増
額
に
な
る
の
は
な
ぜ

か
？

Ａ

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
規
格
が
大
き
く
な

る
こ
と
に
伴
い
、
建
築
物
の
変
更
が
必
要

に
な
る
こ
と
に
よ
る
増
額
と
JR
か
ら
聞
い

て
い
る
。

　

玉
里
地
区
地
籍
調
査
事
業

Ｑ　

地
籍
調
査
シ
ス
テ
ム
の
追
加
導
入
に
よ

り
、
事
業
の
進
捗
が
早
ま
る
の
か
？

Ａ　

今
回
の
地
籍
調
査
シ
ス
テ
ム
の
追
加
導

入
は
担
当
課
の
人
員
増
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
現
地
調
査
を
考
慮
す
る
と
事
業
完
了
を

早
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
引
き
続
き
平
成
38

年
度
事
業
完
了
を
目
指
し
努
力
す
る
。

産
業
建
設
（委員）

幡　谷

木　村

野　村

笹　目

大　槻

福　島

　

６
月 

定
例
会 

（
傍
聴
者
数
）

日
程

会 

議 

等 

の
主
な 

内 

容

傍
聴

５
月

31
日

全
員
協
議
会

本
会
議  

（
開
会
、
議
案
上
程
）

－
２
名

６
月

６
日

本
会
議  

（
一
般
質
問
）

地
方
創
生
ま
ち
づ
く
り 

特
別
委
員
会

11
名

－

7
日

本
会
議 

（
一
般
質
問
）　
　
　
　

広
報 

特
別
委
員
会

３
名

ー

11
日

総
務 

常
任
委
員
会

－

12
日

産
業
建
設 

常
任
委
員
会

－

13
日

文
教
福
祉 

常
任
委
員
会

百
里
基
地
・
茨
城
空
港
対
策 

特
別
委
員
会

ーー

18
日

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

本
会
議 

（
委
員
長
審
査
報
告

  　
　
　

採
決
、
閉
会
）

－－
２
名

※
傍
聴
に
は
、
簡
単
な
受
付
が
必
要
で
す
。

（
氏
名
・
住
所
・
職
業
・
年
齢
の
記
入
）

　　委員会 QA

皆さんの生活にかかわる大切な内容について、

市議会議員が市に対して行う質問です。

一般質問
します！

 【質問者 10 名】質問 29 項目

 P8    村田　春樹  議員   

鈴木　俊一  議員   

 P9    戸田　見成  議員   

　
小川　賢治  議員   

 P10   木村　喜一  議員   

石井      旭  議員   

 P11   福島ヤヨヒ  議員   

　
谷仲　和雄  議員   

 P12   長島　幸男  議員   

植木　弘子  議員   

市
政
を
質
た
だ

す
！

 ▲羽鳥駅現地視察
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　　一般質問

時
期
に
発
行
で
き
る
よ
う

に
努
め
る
。

Ｑ  

茨
城
空
港
周
辺
に
宿
泊

施
設
を
ど
う
考
え
て
い
る
か

Ａ  

産
業
経
済
部
長  

リ

ゾ
ー
ト
型
の
ホ
テ
ル
誘
致

は
難
し
い
の
で
、
ビ
ジ
ネ

ス
ホ
テ
ル
の
よ
う
な
宿
泊

施
設
が
立
地
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
推
進
し
て
い
る
。

Ｑ  

乳
製
品
で
乾
杯
を
推

進
す
る
条
例
の
効
果
は

Ａ 

産
業
経
済
部
長  

小
美

玉
ふ
る
さ
と
食
品
公
社
の

売
り
上
げ
は
、
条
例
施
行
後

１
５
２
％
に
増
加
し
て
い
る
。

Ｑ  

茨
城
空
港
か
ら
の
税
収
は

Ａ  

総
務
部
長  

公
益
の
た

め
に
直
接
占
有
す
る
部
分
の

固
定
資
産
税
を
減
免
し
て
い

る
。
今
年
度
は
１
４
２
９
万
円

の
う
ち
、
７
０
１
万
円
を
減

免
し
て
い
る
。
航
空
燃
料
譲

与
税
は
、
平
成
29
年
度
で
約

３
９
６
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ  

茨
城
空
港
周
辺
の
開
発
は

Ａ  

産
業
経
済
部
長
　
来

年
2
月
に
レ
ン
タ
カ
ー
会

社
が
、
隣
接
地
に
本
社
機

能
を
移
転
す
る
開
発
行
為

が
出
て
い
る
。

て
い
き
た
い
。

Ｑ　

空
の
え
き
「
そ
・
ら
・
ら
」

は
今
後
、
指
定
管
理
者
制
度

導
入
を
視
野
に
入
れ
て
い
る

の
か
、
今
後
の
展
望
は　
　

  

Ａ　

産
業
経
済
部
長
　

今
後
の

展
望
は
、
地
域
再
生
拠
点
と

し
た
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
空

の
え
き
「
そ
・
ら
・
ら
」
運

営
委
員
会
を
設
置
し
、
指
定

管
理
者
制
度
の
導
入
な
ど
、

意
見
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
協

議
検
討
し
、
地
域
の
方
や
市

民
が
自
慢
で
き
る
よ
う
な
魅

力
あ
る
施
設
と
し
て
成
長
し

て
い
く
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

　

Ｑ  

茨
城
県
地
域
防
災
計
画
に
お

い
て
、
小
美
玉
市
は
、
東
海
第
二

原
発
か
ら
30
ｋ
ｍ
圏
内
に
入
っ
て

い
な
い
が
、
屋
内
退
避
を
ど
う
考

え
て
い
る
か 

Ａ   

危
機
管
理
監  

知
事

の
判
断
に
よ
り
注
意
喚
起

や
連
絡
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
市
民
の
皆
様
に
速
や

か
に
お
知
ら
せ
す
る
。

Ｑ  

原
子
力
災
害
時
、
ひ
た
ち

な
か
市
民
の
避
難
受
け
入
れ
は

Ａ  

危
機
管
理
監 

協
定
に

基
づ
き
受
け
入
れ
ま
す
が

小
美
玉
市
民
の
安
全
と
安

心
を
最
優
先
に
考
え
な
が

ら
、
人
道
的
な
観
点
か
ら
、

協
力
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

Ｑ  

外
国
人
の
獲
得
に
市
の

予
算
を
投
入
す
る
と
こ
ろ

も
あ
る
が
、
外
国
人
労
働

者
に
つ
い
て
市
の
考
え
は

Ａ  

産
業
経
済
部
長   

定
住

人
口
の
増
加
対
策
と
し
て
外

国
人
技
能
実
習
生
を
推
奨
し

て
い
る
が
、
斡
旋
は
し
て
い

な
い
。

Ｑ  

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

発
行
を
早
め
に
で
き
な
い
か

Ａ   

産
業
経
済
部
長  

商
工

会
と
詰
め
な
が
ら
、
早
い

鈴 木　俊 一

村 田　春 樹

Ｑ　

現
在
の
羽
鳥
駅
橋
上
化
、    

羽
鳥
駅
周
辺
整
備
事
業
、
駅
前
広

場
の
進
捗
状
況
は

Ａ　
都
市
建
設
部
長

　
羽
鳥
駅
橋

上
化
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
は
主
に
既
存
建
築
物
等
の

解
体
を
行
っ
て
き
た
が
、
今

後
は
駅
舎
等
の
鉄
骨
工
事
に

着
手
す
る
予
定
。
駅
前
広
場

に
つ
い
て
は
、
昨
年
は
仮
設

ロ
ー
タ
リ
ー
を
設
置
し
た
。

来
年
度
か
ら
は
、
駅
前
広
場

の
整
備
を
進
め
る
予
定
。

Ｑ　

県
関
連
事
業
の
茨
城
空

港
、
東
京
駅
間
高
速
バ
ス
の

新
停
留
所
設
置
を

Ａ　
企
画
財
政
部
長
　
現
在
、
建

設
工
事
中
の
（
仮
称
）
石
岡

小
美
玉
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
ア
ク
セ
ス
道
路
を

念
頭
に
置
い
た
茨
城
空
港
東

京
駅
間
の
高
速
バ
ス
の
ル
ー

ト
の
見
直
し
は
、
定
時
性
、

速
達
性
の
維
持
向
上
の
観
点

か
ら
大
い
に
有
効
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
、
県
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
現
行
ル
ー
ト
よ
り

時
間
短
縮
が
見
込
め
る
と
の

こ
と
。
今
後
も
県
の
動
向
に

注
視
し
、
茨
城
空
港
の
利
用

促
進
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め

７月より駅舎等の鉄骨工事に着手予定

羽鳥駅橋上化及び周辺整備等の進捗は

▲地域再生拠点施設　空のえき「そ・ら・ら」

知恵と工夫を凝らし明るい笑顔のサービスは

どなたにも優しいサービスのさらなる向上を
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Ｑ　

小
美
玉
市
の
災
害
対
策

を
含
め
た
危
機
管
理
を
問
う

①
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
の
策
定
は

②
平
成
29
年
度
防
災
訓
練
の
反
省

会
な
ど
課
題
の
確
認
は
実
施
し
た
か

Ａ　

危
機
管
理
監
　
災
害
廃

棄
物
処
理
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

は
、
新
処
理
施
設
整
備
に
伴
い
災

害
廃
棄
物
の
取
扱
い
や
処
理
対
応

等
、
検
討
し
て
い
く
必
要
性
が
あ

り
、
今
後
、
国
・
県
・
関
係
各
機

関
等
と
連
携
し
、
取
り
組
ん
で
い

く
。
ま
た
、
防
災
訓
練
の
反
省
会

の
課
題
の
確
認
は
、
一
般
の
方
を

対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と

に
、
地
域
の
要
望
等
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
多
く
の
方
が
参
加
で
き
る

体
制
づ
く
り
や
実
践
的
な
防
災
訓

練
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　
他
の
自
治
体
の
職
員
不
祥

事
発
生
と
本
市
の
職
員
管
理
の

基
本
方
針
と
確
認
状
況
は

Ａ　

総
務
部
長
　
他
自
治
体

の
職
員
不
祥
事
発
生
は
住
民
の

信
頼
を
損
な
う
行
為
で
あ
り
、

非
常
に
遺
憾
に
思
う
。
職
員
へ

の
綱
紀
粛
正
や
法
令
厳
守
等
に

つ
い
て
は
、
庁
議
な
ど
を
通
じ

定
期
的
に
周
知
を
し
て
い
る
。

改
め
て
現
状
の
把
握
を
行
い
、

適
正
管
理
に
努
め
た
い
。

Ｑ  

Ｈ
30
年
度
の
主
な
事
業

 

①
女
性
活
躍
推
進
事
業
の

進
捗
状
況
は

Ａ 

市
長
公
室
長
　
本
年
度

は
、
国
の
補
助
で
あ
る
「
地

域
女
性
活
躍
推
進
交
付
金
」

を
活
用
し
、
働
く
女
性
の
人

材
を
育
成
す
る
た
め
「
女
性

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
開
発
講

座
」
の
開
催
や
起
業
・
創
業

を
考
え
て
い
る
女
性
を
対
象

と
し
た
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
の
開
催
を

計
画
し
て
い
る
。

②
「
夢
先
生
」
派
遣
事
業

に
つ
い
て

Ａ  

教
育
部
長
　
平
成
26
年

度
よ
り
市
内
全
小
学
校
（
５

年
生
対
象
）
へ
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
（
競
技
、
国
籍
、
ジ
ャ

ン
ル
不
問
）
を
「
夢
先
生
」

と
し
て
派
遣
し
、
子
ど
も
た

ち
に
夢
を
持
つ
こ
と
や
そ
れ

に
向
か
い
努
力
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
伝
え
る
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。
今
年
度
か
ら

対
象
者
を
全
中
学
校
（
2
年

生
）
ま
で
拡
大
し
、
よ
り
具

体
的
に
将
来
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
機
会
を
つ
く
り
、
夢
の
実

現
に
向
け
、
子
ど
も
た
ち
の

背
中
を
押
せ
る
よ
う
な
授
業

を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ  

観
光
行
政
に
つ
い
て

①
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中

（
4
月
28
日
～
5
月
6
日
）

の
観
光
客
数
の
状
況
は

②
観
光
ス
ポ
ッ
ト
振
興
策
は

Ａ  

産
業
経
済
部
長  

①
空

の
エ
リ
ア
と
し
て
、
茨
城
空
港

へ
の
来
場
者
数
は
、
搭
乗
者

を
含
め
約
４
万
７
２
０
０
人
、

空
の
え
き
「
そ
・
ら
・
ら
」
に
は
、

約
２
万
４
２
０
０
人
、
そ
の

他
の
観
光
施
設
等
を
含
め
る

と
合
計
約
9
万
６
０
０
０
人

の
人
出
が
あ
っ
た
。

②
小
美
玉
市
の
恵
ま
れ
た
自

然
環
境
を
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

し
、
ツ
ア
ー
会
社
等
に
情
報

提
供
を
す
る
と
と
も
に
、
小

美
玉
市
の
魅
力
を
発
信
し
交

流
人
口
の
拡
大
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

小美玉市の財政の状況は悪化していないか

 
より一層の行財政改革に取り組む

女性対象の「マーケティングセミナー」等開催を計画

小  川  賢  治

戸 田 見 成

　　一般質問

女性活躍推進事業の進捗状況は

Ｑ　

学
校
教
育
に
つ
い
て

①
学
習
指
導
要
領
改
訂
の
対
応
は

②
小
中
一
貫
校
の
教
育
の
内
容
は

Ａ  

教
育
長　

新
学
習
指
導
要

領
を
踏
ま
え
、
今
後
10
年
間
の
教
育

施
策
方
針
と
な
る
教
育
振
興
基
本
計

画
を
策
定
し
た
の
で
、
計
画
的
に
進

め
て
い
く
。
ま
た
、
小
中
一
貫
校
の

教
育
の
内
容
は
、
教
育
課
程
の
編
成

等
に
向
け
、
協
議
し
て
い
る
。

Ｑ　
産
業
経
済
部
長
に
問
う

①
企
業
誘
致
は
や
る
き
が
あ
る
か

②
「
そ
・
ら
・
ら
」の
民
間
委
託
は

Ａ　

産
業
経
済
部
長
　
市
の

優
遇
措
置
も
併
せ
て
、
計
画
的
な
土

地
利
用
を
推
進
し
、
企
業
誘
致
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、「
そ
・
ら
・
ら
」

は
運
営
委
員
会
を
設
立
し
、
民
間
等
へ

の
指
定
管
理
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
都
市
建
設
部
長
に
問
う

①
本
年
度
の
小
川
・
玉
里

地
区
の
道
路
事
業
の
計
画

は
（
玉
里
地
区
が
少
な
い
）

②
栗
又
四
ケ
線
の
工
事
完
了

の
見
通
し
は

Ａ  

都
市
建
設
部
長　

本
年

度
、
小
川
地
区
は
15
路
線
、
玉
里
地

区
は
１
路
線
を
予
定
。
栗
又
四
ケ
線

の
工
事
完
了
に
つ
い
て
は
、
地
権

者
、
地
域
関
係
者
の
ご
理
解
を
得
な

が
ら
、
早
期
完
成
を
目
指
す
。

　▲空のえき「そ・ら・ら」牛乳まつりの人出
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指定管理者への移行も視野に入れる

Ｑ 

第
1
回
全
国
ヨ
ー
グ
ル
ト

サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
小
美
玉
の
進

捗
状
況
を
伺
う

①
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
寄
付
金

1
０
０
０
万
円
の
調
達
状
況

と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
②
茨
城
県

の
支
援
・
協
力
体
制
は
③
実

行
委
員
会
が
３
０
０
０
万
円

の
委
託
契
約
の
主
体
に
な
れ

る
か
、
法
的
に
問
題
な
い
か

④
第
2
回
の
開
催
自
治
体
は

決
ま
っ
て
い
る
か 

Ａ  

企
画
財
政
部
長  

①
ガ
バ

メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
は
、
６
月
上
旬
を
目
途
に
開
始

す
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
寄
附
金

な
の
で
、
見
込
み
を
立
て
る
の
が

非
常
に
難
し
い
。
②
県
農
林
水
産

部
所
管
の
協
力
で
、
県
内
各
関
係

団
体
へ
協
力
要
請
及
び
特
産
品
普

及
拡
大
を
図
る
た
め
の
補
助
金

１
０
０
万
円
な
ど
の
支
援
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
③
実
行
委
員
会
方

式
は
広
く
事
業
実
施
の
手
法
と
し

て
採
用
さ
れ
て
お
り
、
会
則
の
ほ

か
、
事
務
規
定
を
策
定
し
、
市
財

務
規
則
に
準
じ
る
形
で
事
務
執
行

を
行
っ
て
い
く
予
定
。
④
現
在
の

と
こ
ろ
第
２
回
の
開
催
地
に
手
を

挙
げ
て
い
る
自
治
体
は
な
い
が
、

開
催
実
行
委
員
会
と
協
議
検
討
し

て
い
き
た
い
。

Ｑ  

空
の
え
き
『
そ
・
ら
・
ら
』

の
現
状
と
今
後
の
計
画
を
伺
う

①
Ｈ
29
年
度
の
収
支
状
況
は

②
毎
年
イ
ベ
ン
ト
の
業
務

委
託
1
０
０
０
万
円
は
販

売
促
進
に
繋
が
っ
て
い
る

か
③
駅
長
の
雇
用
計
画
は

④
早
急
に
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
を
考
え
る
べ
き

だ
と
思
う
が
⑤
今
後
の
拡

張
計
画
の
見
解
は

Ａ 

産
業
経
済
部
長
　
①
収

入
３
０
７
５
万
４
２
７
６
円
、

支
出
7
４
２
４
万
５
１
８
７

円
。

②
Ｈ
29

年
度
の
各

店
舗
の
売
り
上
げ
総
額
が

２
億
5
０
０
０
万
円
、
約
２
％

の
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

Ａ  

市
長　

③
こ
れ
ま
で
の

幅
広
い
人
脈
や
実
績
を
踏
ま

え
て
、
現
在
の
駅
長
に
継
続

し
て
お
願
い
す
る
。
④
今
年

度
、
運
営
委
員
会
を
設
置
し

て
、
指
定
管
理
者
へ
の
移
行
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
今
後

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

Ａ 

産
業
経
済
部
長  

⑤
茨
城

空
港
周
辺
の
賑
わ
い
づ
く
り
構
想

の
一
環
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ  

羽
鳥
駅
前
市
有
地
、
活
用

の
行
方　

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型

市
場
調
査
結
果
を
ど
う
評
価

し
、
今
後
ど
の
よ
う
に
活
か
す
か

Ａ  

都
市
建
設
部
長
　
民

間
事
業
者
の
意
見
を
聞
け

た
こ
と
は
意
義
が
あ
っ
た
。

今
後
の
進
め
方
に
つ
い

て
庁
内
関
係
課
と
協
議
を

行
っ
て
お
り
、
で
き
る
だ

け
早
く
市
有
地
利
活
用
案

の
た
た
き
台
を
示
し
た
い
。

Ｑ  

駅
周
辺
の
将
来
像

本
市
が
抱
く
戦
略
的
な
建

設
事
業
計
画
、
そ
の
施
設

整
備
や
運
営
方
法
、
市
民

の
要
望
や
ア
イ
デ
ア
を
ど

う
活
用
す
る
か

Ａ  

都
市
建
設
部
長
　
民
間

活
力
を
導
入
す
る
方
法
を
前

提
に
現
在
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ  

全
国
初
の
試
み
「
ヨ
ー

グ
ル
ト
サ
ミ
ッ
ト
」
成
功

へ
と
導
く
創
意
工
夫
は

Ａ 

企
画
財
政
部
長
　
ヨ
ー

グ
ル
ト
と
市
特
産
の
野
菜
や

卵
、
豚
肉
な
ど
の
ア
レ
ン
ジ
料

理
の
提
供
を
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ  

酪
農
を
核
と
し
た
畜

産
全
般
が
繁
栄
す
る
工
夫

や
新
商
品
の
開
発
状
況
は

Ａ  

企
画
財
政
部
長
　
市
内

飲
食
店
や
菓
子
店
等
に
ヨ
ー

グ
ル
ト
を
使
っ
た
料
理
や

ス
イ
ー
ツ
の
開
発
、
酪
農
体

験
型
観
光
企
画
の
試
作
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
。

Ｑ  

サ
ミ
ッ
ト
終
了
後
、
最

終
的
な
本
市
の
目
標
と
将
来

に
渡
り
期
待
さ
れ
る
効
果
は

Ａ  

企
画
財
政
部
長
　
人
財

を
育
み
、
異
業
種
間
に
交

流
を
生
み
、
本
市
の
将
来

の
発
展
に
大
き
な
財
産
と

な
る
も
の
と
考
え
る
。

Ｑ  

サ
ミ
ッ
ト
運
営
部
会

の
青
年
層
へ
の
活
動
資
金

の
交
付
を
望
む

Ａ  
企
画
財
政
部
長
　
基

本
的
に
公
共
施
設
を
活
用

し
、
市
内
青
年
層
の
皆
様

に
は
、
趣
旨
に
賛
同
い
た

だ
い
た
上
で
活
動
を
行
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

石 井   旭

活動資金は趣旨に賛同し公共施設を利用

木 村 喜 一

　　一般質問

空のえき「そ・ら・ら」指定管理者制度の導入を

運営部青年層へ構想実現の為の事業資金を！

　▲ヨーグルトサミット運営部会の活動風景
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Ｑ  

後
期
高
齢
者
健
康
診

査
に
つ
い
て

健
康
診
査
を
よ
り
多
く
の

高
齢
者
が
受
診
し
や
す
い

よ
う
後
期
高
齢
者
の
受
診

負
担
の
無
料
化
を
願
う

Ａ 

保

健

衛

生

部

長　

後

期
高
齢
者
検
診
は
原
則
無
料

だ
が
、
追
加
項
目
の
心
電

図
、
貧
血
、
眼
底
検
査
は

２
１
５
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

Ｈ
28
年
度
の
受
診
率
は
18
・

３
％
で
国
保
特
定
健
診
よ
り

低
い
。
追
加
項
目
の
自
己
負

担
金
は
市
の
財
政
状
況
等
を

考
慮
し
、
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。　

Ｑ  

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
化
は
ど
う
進
ん
だ
か

ロ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
や
仕
切
り

な
ど
が
で
き
た
が
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
守
る
う
え
で
高
齢

者
等
に
も
優
し
い
十
分
な
対

応
が
で
き
て
い
る
か

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
で

あ
る
笑
顔
や
挨
拶
が
し
っ

か
り
で
き
て
い
る
か

Ａ  

小
川
総
合
支
所
長
、
玉
里

総
合
支
所
長
、
市
長
公
室
長

窓
口
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向

け
、
協
議
を
重
ね
、
小
川

総
合
支
所
、
玉
里
総
合
支

所
、
本
庁
そ
れ
ぞ
れ
ロ
ー

カ
ウ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、

高
齢
者
、
妊
婦
、
障
が
い

の
あ
る
方
に
も
十
分
配
慮

し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題

に
も
個
室
で
相
談
等
を
受

け
て
い
る
。
今
後
も
ワ
ン

フ
ロ
ア
ー
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
の
体
制
づ
く
り

を
推
進
す
る
と
共
に
、
窓

口
業
務
の
質
の
向
上
に
努

め
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

ご
み
減
量
化
の
現
状
は

新
ご
み
処
理
場
の
状
況
説
明

は
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
か

Ａ  
市
民
生
活
部
長
　
Ｈ
23

年
度
一
人
１
日
６
３
２
ｇ

か
ら
各
年
次
の
減
量
目
標

を
定
め
て
お
り
、
住
民
、

事
業
者
の
理
解
協
力
を
得

な
が
ら
、
今
後
も
３
R
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

新
ご
み
処
理
場
に
つ
い
て

は
、
事
業
主
体
の
霞
台
厚

生
施
設
組
合
が
住
民
説
明

会
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で

情
報
提
供
に
努
め
て
お

り
、
地
元
市
と
し
て
も
組

合
と
連
携
し
な
が
ら
周
知

を
図
り
た
い
。

Ｑ  

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
取
り
組
み
を
聞
く

Ａ  

企
画
財
政
部
長
　
ま
ち

に
住
む
人
や
関
わ
る
人
、
出

身
者
な
ど
、
ま
ち
に
ゆ
か
り

の
あ
る
人
が
、
ま
ち
の
魅
力

を
語
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ

れ
が
、
ま
ち
へ
の
親
し
み
や

愛
情
・
ま
ち
へ
の
関
わ
り
を

深
め
る
こ
と
に
繋
が
り
、
郷

土
愛
と
当
事
者
意
識
が
高

ま
っ
て
い
く
。

こ
の
流
れ
の
中
で
、
一
人
ひ

と
り
の
可
能
性
や
地
域
の
魅

力
を
発
掘
し
て
磨
き
上
げ
、

光
を
あ
て
て
市
内
外
の
人
の

心
に
響
か
せ
る
。
小
美
玉
市

民
や
本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る

人
た
ち
が
主
役
・
主
体
の
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
へ
と

繋
げ
て
い
き
た
い
。

Ｑ  

「
わ
か
り
や
す
い
財
政

白
書
」
が
作
成
さ
れ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て

い
る
。
市
民
協
働
と
戦
略

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
上
で
、
行
政
と
市
民
が

財
政
情
報
を
共
有
し
、
ま

ち
づ
く
り
の
共
通
認
識
を

持
つ
こ
と
は
必
須
条
件
と

考
え
る
。「
作
成
」か
ら「
活

用
」
へ
、
わ
か
り
や
す
い

財
政
白
書
の
活
用
は
？

Ａ  

市
長
公
室
長
　
情
報

共
有
に
努
め
る
た
め
様
々

な
情
報
を
わ
か
り
や
す
く

伝
え
る
必
要
が
あ
る
。
本

白
書
に
つ
い
て
は
各
団
体

の
会
議
等
に
お
い
て
資
料

と
し
て
配
布
し
た
い
。

ま
た
、
広
報
お
み
た
ま
へ

の
掲
載
を
調
整
・
検
討
す

る
と
と
も
に
、
財
政
情
報

を
含
め
市
政
全
般
に
お
け

る
情
報
提
供
に
つ
い
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
適
切
な

更
新
に
努
め
る
。

小美玉にゆかりのある人たちの心に響かせる

谷 仲  和 雄

福 島  ヤヨヒ

　　一般質問

後期高齢者健康診査の無料化を

▲小美玉マーケティングスクールの様子

本市の「シティプロモーション」は

広域連合等と連携を図りながら検討していく
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Ｑ  

小
学
生
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
の
必
修
化
に
つ
い
て

Ａ  

教
育
長
　
市
内
小
学
校

に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

室
の
Ｐ
Ｃ
の
他
に
、
普
通

教
室
で
使
用
で
き
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
機
を
グ
ル
ー

プ
に
１
台
の
割
合
で
整
備

し
て
い
る
。
教
員
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
は
、
市
内
６
名
の 

※

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
が
、
各
学

校
へ
月
に
２
回
配
置
さ
れ
、

教
材
の
準
備
や
授
業
へ
の

支
援
、
職
員
へ
の
校
内
研
修

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
に
つ
い
て
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
導

入
後
も
、
効
果
的
な
活
用

を
探
り
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

Ｑ 

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
む
救
急
救

命
講
習
の
教
職
員
へ
の
実

施
状
況
な
ど
、
具
体
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う

Ａ  

教
育
長　

昨
年
度
末

の
時
点
で
、
校
長
、
教
頭
、

教
諭
、
養
護
教
諭
は
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
含
む
普
通
救
命
講

習
を
全
員
が
受
け
て
い

る
。
今
年
の
新
規
採
用
教

職
員
も
、
茨
城
県
教
育
研

修
セ
ン
タ
ー
に
て
今
後
受

講
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
校
内
研
修
と
し
て

市
内
消
防
署
等
職
員
に
講

師
を
依
頼
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

含
む
普
通
救
命
講
習
を
市

内
の
中
学
生
全
員
が
受
講

し
て
い
る
。
今
後
も
実
施

し
て
い
き
た
い
。

Ｑ  

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
の

実
施
状
況
と
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

Ａ  

福
祉
部
長
　
オ
レ
ン
ジ

カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
の
人

と
そ
の
家
族
、
地
域
住
民
、

専
門
職
員
の
集
い
の
場
を

提
供
し
、
認
知
症
の
人
を

抱
え
る
家
族
の
介
護
負
担

の
軽
減
及
び
社
会
的
孤
立

防
止
を
図
る
た
め
に
実
施

し
て
い
る
。
昨
年
度
は
試

験
的
に
３
回
開
催
し
、
延

べ
15
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

本
年
度
よ
り
社
会
福
祉
協

議
会
に
委
託
し
、
毎
月
１

回
開
催
、
実
施
場
所
の
拡

充
に
つ
い
て
は
、
今
後
検

討
を
進
め
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

○
一
人
下
校
児
童
の
安
全

対
策
に
つ
い
て

Ｑ  

施
設
改
修
計
画
（
長
寿

化
計
画
）
に
つ
い
て

小
川
運
動
公
園
体
育
館
の

雨
漏
り
、
外
壁
の
老
朽
化
、

駐
車
場
の
街
路
灯
の
整
備

等
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
が

そ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う

Ａ  

教
育
部
長　

施
設
の
状

況
に
つ
い
て
、
建
設
か
ら
相

当
の
年
数
が
経
過
し
て
お

り
、
老
朽
化
か
ら
維
持
修
繕

費
等
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

体
育
館
は
耐
震
基
準
が
満

た
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
公
共
施
設
等
総
合
計

画
を
踏
ま
え
、
耐
震
診
断

を
実
施
し
、
施
設
の
あ
り

方
や
対
応
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
体
育
館
等
の
修
繕

に
つ
い
て
も
現
地
確
認
の

う
え
、
検
討
し
て
進
め
て

い
く
。

○
施
設
は
40
年
以
上
経
過

し
て
お
り
、
早
急
な
整
備

対
応
を
お
願
い
す
る
。

Ｑ  

施
設
の
内
容
種
類
及
び

利
用
状
況
に
つ
い
て
伺
う

Ａ  

教
育
部
長　

施
設
の

利
用
者
数
は
、
平
成
29
年

度
、
野
球
場
6

３
７
５

名
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

４
０
３
８
名
、
多
目
的
広

場
６
４
０
６
名
、
体
育
館

４
７
１
９
名
、
管
理
棟

１
０
８
２
名
と
多
く
の
市

民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　【
そ
の
他
の
質
問
】

○
小
美
玉
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
計
画
に
つ
い
て

・
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
機

会
の
充
実
に
つ
い
て

・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の

推
進
に
つ
い
て

・
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実

に
つ
い
て

・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実

に
つ
い
て

植 木  弘 子

長 島  幸 男

　　一般質問

小学生のプログラミング教育のサポート体制は ＊
お
詫
び
と
訂
正
…
議
会
だ
よ
り
第
49
号
の
植
木
議
員
の
一
般
質
問
の
「
中
高
生
の
ひ
き
こ
も
り
」

は
「
中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
と
は
…
学
校
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
授
業
が
円
滑
に

進
む
よ
う
に
教
員
や
児
童
生
徒
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
を
援
助
す
る
人
。

ICT 支援員の効果的な活用方法を考えていく

小川運動公園施設の整備・充実を

公共施設等総合計画を踏まえ、検討していく

▲小川運動公園の体育館等施設
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議会だより 第 50 号

   議員発議第１号により、新たに「議会活性化特別委員会」が設置されました。

　【目的】

　小美玉市議会では、二元代表制における議会や議員の担うべき役割・議会と市民との関係等を明確に示す

とともに、継続的な議会改革の推進を図るため、平成 27 年に議会の根幹を定義する「小美玉市議会基本

条例」を制定しました。

今後は、これらの改革が後退することがないよう、諸問題の調査、研究を行う必要があります。

　議会報告会の継続的開催など更なる活性化を図っていくため、「議会活性化特別委員会」を設置しました。

    【構成】

　　　　委  員  長　藤井　敏生

　　　　副委員長　植木　弘子

　　　　委　　員　荒川　一秀　　関口　輝門　　大槻　良明　　岩本　好夫　　長島　幸男　

　　　　　　　　　谷仲　和雄　　幡谷　好文　　木村　喜一　　鈴木　俊一　　村田　春樹　

議員発議で（新）「議会活性化特別委員会」を設置 !

選挙管理委員会委員及び補充員の選挙を行いました

　地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８２条第１項及び第２項の規定により、選挙管理委員会

委員及び補充員の選挙を行い、議長による指名推選で下記の方が当選されました。

選挙管理委員は、委員 4 名及び委員が欠けた場合に備えて補充員 4 名で構成され、任期は 4 年です。

6 月に任期満了となるにあたり、今回の議会定例会において指名推選で選ばれました。

　 

　　 氏　　名

委　員

本多　伸成
篠原　成美
谷島　　和

久保田　博之

　

　　補充員　　

　　　

鈴木　裕一

宮本　和夫

伊野　美也
大山　　進

○指名推選とは・・・

　議会の選挙では、議員に異議がないときは、

　指名推選を用いることができます（自治法

　１１８条２項）。

　これは、特定の候補者をあらかじめ指定し

　て会議に諮り、全員の同意によってその者

　を当選人とする方法です。

ちょっとまめ知識
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  平成 30 年６月定例会

  
先
進
地
に
学
ぶ

　

   　
　
　
　
　

      

研
修
視
察
の
報
告  

産
業
建
設
常
任
委
員
会
・
地
方
創
生
ま

ち
づ
く
り
特
別
委
員
会
合
同
研
修

◆
視
察
日
…
平
成
30
年
５
月
８
日
～
９
日

◆
議　

員
…
野
村
武
勝　

大
和
田
智
弘

　
　
　
　
　

笹
目
雄
一　

小
川
賢
治　

　
　
　
　
　

福
島
ヤ
ヨ
ヒ　

岩
本
好
夫

　
　
　
　
　

谷
仲
和
雄　

幡
谷
好
文

　
　
　
　
　

木
村
喜
一

◆
視
察
先

　

①
廃
校
を
活
用
し
た
都
市
住
民
等
と

　
　

の
交
流
事
業
（
静
岡
県
島
田
市
）

　

②
航
空
自
衛
隊
浜
松
広
報
館
エ
ア
パ
ー
ク

　
　
（
静
岡
県
浜
松
市
）

◆
視
察
内
容

　
「
学
校
跡
地
利
用
」
に
つ
い
て
は
各
地

で
廃
校
校
舎
が
増
加
す
る
中
、
自
治
体

や
民
間
団
体
等
が
有
効
活
用
を
図
っ
て

い
ま
す
。
当
市
に
お
い
て
も
市
民
の
よ

り
良
い
場
と
し
て
有
効
活
用
し
、
雇
用

創
出
や
観
光
誘
致
な
ど
の
地
域
再
生
に

繋
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
静
岡
県
島
田
市

の
廃
校
を
活
用
し
た
都
市
住
民
等
と
の

交
流
事
業
に
つ
い
て
研
修
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
に
よ
る
「
航
空
博
物
館
建

設
構
想
」
の
調
査
が
始
ま
っ
た
こ
と
を

受
け
て
、
浜
松
市
の
航
空
自
衛
隊
浜
松

広
報
館
エ
ア
パ
ー
ク
の
視
察
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

　視察・研修

◆
開
催
日
…
5
月
7
日

◆
場
所
…
取
手
市
役
所

◆
参
加
議
員
…
植
木
弘
子

◆
内　

容

　

取
手
市
議
会
で
は
、
女
性
議
員
の

　

妊
娠
・
出
産
・
介
護
等
で
の
欠
席

　

の
在
り
方
な
ど
を
議
会
改
革
の
取

　

り
組
み
と
し
て
、
ル
ー
ル
作
り
を

　

議
論
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
県
内
18
市
町
・
千
葉
県
我
孫

　

子
・
柏
・
松
戸
な
ど
21
市
町
45
名
の

　

女
性
議
員
が
参
加
し
、
取
手
市
の
「
女

　

性
議
員
に
よ
る
議
会
改
革
特
別
委
員

　

会
」
が
中
心
と
な
っ
た
ジ
ャ
ッ
ジ
・

　

タ
イ
ム
＆
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
の

　

対
話
に
よ
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

　

し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
、
経
験
、
そ
し
て

　

世
代
の
異
な
る
様
々
な
意
見
が
交
わ

　

さ
れ
、
さ
ら
に
「
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ

　

方
式
」　

と
い
う
「
話
し
合
い
の
手

　

法
」
も
経
験
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

✿
女
性
目
線
で
議
会
改
革
へ
！

▲山村交流センターささま（廃校となった旧笹間小）

で説明を受ける委員

▲航空自衛隊浜松広報館エアパークを視察

　（静岡県浜松市）

　

県
内
等
女
性
議
員
に
よ
る

意
見
交
換
会
に
参
加
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議会だより 第 50 号

  　　プレゼントクイズ・市民の声

   第 47 回クイズの当選者

 29 通のご応募ありがとうございます。  
   

　　ご当選おめでとうございます！
　
　谷田  千衿 さん　　　内藤  正華 さん
　郷内    武 さん　　　　田山  真由美 さん　　　　　
　飯村  貞夫 さん　　　菅谷  美津子 さん
　横山  由紀恵 さん　　高橋  夕紀 さん
　小泉  節夫 さん　　　大貫  裕子 さん 　             　 

毎回議会だより

楽しく拝読させて頂いてお

ります。茨城といったら霞ヶ浦

だと思うので、少しずつでも霞ヶ

浦の水がきれいになる事を期待し

たいと思います。宜しくお願い

致します。

　（上玉里・女性）

毎号すみずみ

まで読んでいます。今回、

歳入の項目を見て、財源がこ

んなに種類があることに驚き

ました。（納場・女性）

市の大事な予算興

味深く読ませていただきました。

又、今年は初めての第１回全国ヨーグ

ルトサミットが行われるとの事。私も参

加したいと思っています。すばらしいイ

ベントに成る事を期待し、ワクワクし

ています。成功をお祈りします。

（羽鳥・女性）

　平成30年度の予算や

事業について詳しく知ることができました。

特に、ダイヤモンドシティ・プロジェクト事業の

具体的な内容について興味をもちました。新規の女性

活躍推進事業が楽しみです。「夢先生」派遣は、子ども

たちが大好きな事業でしたが結構費用がかかっていた

のですね。本年度も教育費が増え、子どもたちの

未来を大切にする小美玉市の市政に好感を

もちました。（羽鳥・女性）　

たくさんのご意見、ご感想ありがとうございました。

ヨーグルトサ

ミットや、そ・ら・らな

ど沢山のイベントや催し楽

しみにしています。

（中台・女性） 

いよいよ羽鳥駅も素敵

な駅に生まれ変わりますネ。最高に

楽しみです。工事の皆様の無事故を

祈っています。（羽鳥・女性）

第４８回 プレゼントクイズ

　今回の議会だより第５０号の中から、穴埋め問題を３つ出題します。正解した方の中から抽選で、１０名の方に

「キャトル・セゾン」（四季の里内）のお食事券１，０００円分をプレゼントいたします。

ふるってご応募ください！　

　　　　　問①　６月定例会の会期日数は○○日でした。

　　　　　問②　第４回議会○○会は、７月３１日～８月２日に開催されます。

　　　　　問③　６月定例会で、新たに設立した議会○○○特別委員会。

◇応募方法　　　はがき・FAX・E メールにて、住所、氏名、クイズの答えを明記してご応募ください。

　　　　　　　　また、議会や本紙に対するご意見やご感想をあわせてお寄せください。

◇応募〆切　　　平成 30 年 8 月 17 日（金）まで　＊当日消印有効

◇応  募  先　　　〒 319-0192　小美玉市堅倉 835　小美玉市役所　議会事務局　宛

　　　　　　　　FAX ：0299-48-1199  　　E メール：gikai@city.omitama.lg.jp

                         　☆応募に関する個人情報は、プレゼントの送付以外には利用いたしません。

　　　　第 47 回クイズの正解

問① 3 月定例会で一般質問を行った議員は○○名？　

　　　　　　　　　　　　　　答え→ [13] 名

問② 平成 30 年度の一般会計の当初予算額は○○○億円？

　　　　　　　　　　　　　　答え→ [250] 億円

問③ ３月９日の一般質問の傍聴者は○○名？ 

　　　　　　　　　　　　　　答え→ [10] 名

市民の声



■  次の定例会は、９月４日（火） 

　  開会予定です !

■ 議長通信■ 

▲ TX 茨城空港延伸議会期成同盟会で会長就任した市村議長（土浦市：マロウド筑波）　

　　
月
刊
誌
ラ
ン
キ
ン
グ

『
子
育
て
世
代
が
住
み
た
い

田
舎
』
部
門
で
、
常
陸
太
田
市
が
、
人
口
10

万
人

未
満
の
部
で
、
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。
約
10

年
前
か

ら
取
り
組
ん
で
き
た
移
住

・
定
住
促
進
策
や
子
育

て
支
援
策
の
拡
充
が
市
外
の
若
い
世
代
の
ハ
ー
ト
に
響

き
、
好
調
な
ペ
ー
ス
で
移
住
者
数
が
増
加
し
た
と
掲

載
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

我
が
小
美
玉
市
に
は
、
茨
城
空
港
が
あ
り
、
韓
国

定
期
便
が
、
７
年
ぶ
り
に
復
活
す
る
な
ど
、
大
井
川

知
事
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
や
県
空
港
対
策
課
の
職
員
ら

が

『
営
業
マ
ン
』
と
し
て
熱
心
に
飛
び
回
っ
た
努
力
が

実
っ
た
と
茨
城
新
聞
で
知
り
ま
し
た
。

　

常
陸
太
田
市
と
小
美
玉
市
は
、
ほ
ぼ
同
じ
人
口
約

５
万
人
で
す
。
市
議
会
と
致
し
ま
し
て
も
、
市
の
施

策
を
精
査
し
な
が
ら
、
移
住

・
定
住
促
進
策
や
子

育
て
支
援
を
推
進
し
て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

 
 
 
 
 
 

『
市
議
会
だ
よ
り
』
の
更
な
る
充
実
を
図
り
、
発

信
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。              　

（ 

石 

井 

旭 

）
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編  

集  

後  

記

日 月 火 水 木 金 土
8/
26

27 28 29 30 31 9/1

2 3 4
本会議
（開会、議

案説明等）

5 6 7 8

9 10
本会議
一般質問

11
本会議
一般質問

12
本会議
一般質問

13
決算特別委
員会

14
決 算 特 別 委
員会

15

16 17 18
総務常任委
員会

19
文教福祉常
任委員会

20
産業建設常
任委員会

21 22

23

   30

24 25 26
本会議
（報告、採決、

閉会）

27 28 29

９月定例会予定

会議の種類 傍聴 モニター中継

本会議 可 有

委員会 要確認 無

＊議場（市役所本庁舎 3 階）での傍聴には、簡単な受付（氏

名・住所等の記入）が必要です。

＊委員会等の詳しい日程については、９月３日に開催す

る議会運営委員会で協議します。議会事務局までお問

い合わせください。

＊ 傍聴は人数制限等によりお断りする場合があります。

あらかじめご了承ください。

＊ 定例会中の本会議（一般質問など）は、同時放映を行っ

ております。本庁舎、小川総合支所、玉里総合支所の

1 階ロビーに設置されているＴＶモニターでご自由に

ご覧いただけます（受付は不要）。

TX 茨城空港延伸議会

期成同盟会設立総会開催
5 月 7 日、つくばエクスプレス（TX）を茨城空港

に延伸させることを目指し、小美玉市と周辺６市

議会（土浦市、石岡市、つくば市、かすみがうら市、

行方市、鉾田市）の正副議会が期成同盟会を設立。

　総会は、各市長、国会議員や県議が出席し、小美

　玉市議会の市村文男議長が会長に就任。

　「今後は、県や国などへの要望活動を展開し早期

　延伸に向け、まい進していきたい。」と決意表明

　した。　
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環境に配慮し、再生紙と植物油インキを使用しています。


